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三角形や四角形への活用

図形に対角線や垂線をひいて直角三角形をつくると , 三平方の定理を利用してさまざまな長さ

を求めることができる。

【１】  □をうめて , 次の問いに答えなさい。

 x > 0 だから , x  = イ ウ

 x2 = ア

エ

対角線ＡＣをひくと, ＡＣ を斜辺とする直角三角形ＡＢＣ ができる。

ＡＣ = x ㎝ とすると , 三平方の定理より , 
 　22 + 32 = x2

x㎝

h㎝

特別な三角形の辺の比

３つの角が , 45°, 45°, 90° の直角二等辺三角形と , 30°, 60°, 90° の直角三角形の３辺の長さの比は

それぞれ次のようになっている。

 45°, 45°, 90° の直角二等辺三角形 … 1：1：　2　 　 30°, 60°, 90° の直角三角形 … 1：2：　3

1 1

21
2

3

45°

45°

30°

60°

（1）右の図の長方形ＡＢＣＤ の対角線の長さを求めなさい。

点Ａから辺ＢＣに垂線をひき ,ＢＣとの交点をＤとすると, 
ＡＢ を斜辺とする直角三角形ＡＢＤ ができる。

また ,ＤはＢＣの中点になるので ,ＢＤの長さは　　　　　　㎝ である。

ＡＤ  = h ㎝ とすると , 三平方の定理より , 
 　22 + h2 = 52

（2）右の図の二等辺三角形ＡＢＣの高さを求めなさい。

対角線をひくと , それを斜辺とした直角二等辺三角形ができる。

求める長さを x ㎝ とすると , 直角二等辺三角形の比より ,
4：x = 1： 2

（3）右の図のような , １辺が 4 ㎝の正方形の対角線の長さを求めなさい。

よって , 対角線の長さは　　　　　　　　である。

ケ
よって , 対角線の長さは　　　　　　　　である。

 h > 0 だから , h = カ キ

 h2 = オ

x = ク

よって , 高さは　　　　　　　　である。

3㎝

4㎝

5㎝

2㎝

Ａ

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｄ

4㎝ x㎝

13

2

13 13

21

4　2 4　2

21 21

㎝

㎝

㎝
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【１】  下の図の x , y の値を求めなさい。

2㎝

x㎝
y㎝

（1） （2）

答え

答え答え

答え

（3） （4）

y㎝

3㎝

y

x㎝

x

x

y

2

【２】 対角線の長さが 3 ㎝の正方形の１辺の長さを求めなさい。

4㎝

10㎝

6㎝

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

45°

45°

45°

60°

30°

60°

答え

【３】 右の図の正三角形ＡＢＣの面積を求めなさい。

【４】右の図のひし形ＡＢＣＤの１辺の長さをを求めなさい。

答え

答え

6

 x  = 2 , y = 2 2  x  = 3 3 , y = 6

 x  = 2 3 , y = 6 − 2 3

㎝

45°

直角二等辺三角形の比より ,
2：x = 1：1

2：y = 1： 2
 x  = 2

直角二等辺三角形の比より ,
（ x + y ）：6 = 1：1

 x + y = 6
 y = 6 −  x = 6 −2 

y = 2 2

直角二等辺三角形の比より ,
2：x = 1： 2

x = 2

直角二等辺三角形の比より ,
1 辺の長さを x ㎝とすると ,

x：3 = 1： 2

3：x = 1： 3

3：y = 1：2
y = 6

x = 3 3

2：h = 1： 3
h = 2 3

30°
30°, 60°, 90° の直角三角形の

比より ,

x：6 = 1： 3
30°, 60°, 90° の直角三角形の比より,

x：y = 2：y =  3：1
30°, 60°, 90° の直角三角形の

比より ,

x = 6
3

y = 2
3

3= 2
3

3= = 6
3

3

32

 x  = 2 , y = 3

x = 3
2

2= 3
2

1
2

2
3

23
2

45°
60°

x㎝ 3㎝

2㎝

3㎝

45°

45°

Ｄ60°

30°点Ａから辺ＢＣに垂線をひきＢＣとの交点をＤとすると, 
ＤはＢＣの中点になるので ,ＢＤの長さは 2 ㎝ ,
ΔＡＢＣは正三角形なので ,ＡＢ = ＢＣ = 4㎝である。

ＡＤ  = h ㎝ とすると , 30°, 60°, 90° の直角三角形の比より ,

対角線ＡＣと対角線ＢＤの交わる点をＯとすると , ひし形の対角線は

それぞれの中点で交わるから ,ＡＯ= 3（㎝）,ＢＯ= 5（㎝）

ΔＡＢＯは , ＡＢ を斜辺とする直角三角形だから ,
三平方の定理より , ＡＯ2 +ＢＯ2 = 32 + 52 = ＡＢ2 

求める面積は , × 4 × 2 3 = 4 3 （㎝2）
4 3 ㎝2

34 ㎝

4㎝
h

5㎝

ＡＢ2  = 34

ＡＢ > 0 だから , ＡＢ = 34 （㎝）

Ｏ
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２点間の距離

三平方の定理を利用した次の式で , 座標平面上の２点間の距離を求めることができる。

 （２点間の距離）2 = （x 座標の差）2 + （y 座標の差）2  

【１】  □をうめて , ２点Ａ（1, 2）, Ｂ（4, 6）の間の距離を求めなさい。

【３】  □をうめて , ２点Ａ（8, 10）, Ｂ（5, 3）の間の距離を求めなさい。

右の図のように ,  ＡＢを斜辺として , 他の２辺が x 軸 , y 軸に

平行な直角三角形ＡＢＣをかく。Ｃ（4, 2）だから ,

ＡＣ= 4 − 1 = 3

ＢＣ= 6 − 2 = 4

三平方の定理より ,ＡＢ2 = 32 + 42 

点Ａと点Ｂのx 座標の差は ,  8 − 5 = 3 ,  y 座標の差は ,  10 − 3 = 7 である。

（２点間の距離）2 = （x 座標の差）2 + （y 座標の差）2 　だから ,  ＡＢ2 = 32 + 72 

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｏ

y

x2

2

4

6

4

 ＡＢ > 0 だから , ＡＢ = イ ウ

ＡＢ2 = ア

よって ,２点間の距離は　　　　　である。

 ＡＢ > 0 だから , ＡＢ = オ カ

ＡＢ2 = エ

よって ,２点間の距離は　　　　　である。

【２】  次の２点間の距離を求めなさい。

【４】  ３点Ａ（1 , 3）, Ｂ（−1, 1）, Ｃ（2, −1）がある。 ＡＢ,ＢＣ,ＣＡの長さをそれぞれ求めなさい。

ＡＢ ＢＣ ＣＡ

Ｂ

Ｏ

y

x2−2

2

−2

（1）Ａ（−2, −3）, Ｂ（3, 2） Ａ（−4, 5）, Ｂ（2, −3）

Ａ

Ｂ

Ｏ

y

x2−2−4

2

4

−2

Ａ

答え答え

（2）

２点間の距離 = （x 座標の差）2 + （y 座標の差）2  としてもよい。

5 2 

13 172 2

10

25

5 5

58

58 58

Ｃ（3, −3）

ＡＣ= 3 −（ −2 ）= 5

ＢＣ= 2 −（ −3 ） = 5

三平方の定理より ,

ＡＢ2 = 52 + 52 = 50

ＡＢ > 0だから , ＡＢ = 5　2

ＡＢ2 = ｛1 −（ −1 ）｝2 + （ 3 − 1 ）2 = 8

ＡＢ > 0だから , ＡＢ = 2　2

ＢＣ2 = ｛2 −（ −1 ）｝2 + ｛1 −（ −1 ）｝2  = 13

ＢＣ > 0だから , ＢＣ = 　13

ＣＡ2 = （ 2 − 1 ）2 + ｛3 −（ −1 ）｝2  = 17

ＣＡ > 0だから , ＣＡ = 　17

Ｃ（2, 5） ＡＣ= 2 −（ −4 ）= 6

ＢＣ= 5 −（ −3 ） = 8

三平方の定理より ,

ＡＢ2 = 62 + 82 = 100

ＡＢ > 0だから , ＡＢ = 10

x座標の差 y座標の差
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Ａ Ｈ Ｂ

円の弦の長さ

右の図のように , 円Ｏの中心からの距離がＯＨの弦ＡＢを底辺としたとき ,

ΔＯＡＢはＯＡとＯＢの２つの半径を等しい２辺とする二等辺三角形

であることを利用して , 円の弦の長さを求めることができる。

Ｏ

Ａ Ｈ Ｂ

Ｏ

【１】  □をうめて , 半径 4 ㎝の円Ｏで , 中心からの距離が 2 ㎝の弦ＡＢの長さを求めなさい。

右の図のように ,  円の中心Ｏから弦ＡＢに垂線をひき ,

ＡＢとの交点をＨとする。

ΔＯＡＨはＯＡを斜辺とする直角三角形なので ,

三平方の定理より ,　ＯＡ2 = ＡＨ2 + ＯＨ2

　　　　　　　　　　　42 = ＡＨ2  + 22 

 ＡＨ > 0 だから , ＡＨ = 

ＨはＡＢの中点だから , ＡＢ = 2ＡＨ =　　　　　　　（㎝）

イ

ＡＨ2 = ア

4㎝
2㎝

Ｏ

8㎝

x㎝

6㎝

ウ

【２】  下の図の x の値を求めなさい。

答え 答え

（1） （2）

x㎝

Ｏ
x

6 3
30°

Ｏ

3㎝

2 5㎝

x㎝ 7㎝

答え 答え

（3） （4）

Ｏ

45°

12

2　3

4　3

82 = 62 + （　）
2

 

x2 = 112

x > 0だから ,  x =  4 7

x
2

 x  = 4 7

x：3 3 = 2： 3
x = 6

x = 6

30°, 60°, 90° の
直角三角形の比より,

32 = x 2 + 

x2 = 4

x > 0だから ,  x =  2

 x  = 2

：7 = 1：1
x = 14

x = 14

直角二等辺三角形の

比より ,（ ）
2

5

x
2
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（1）ＡＥの長さを x ㎝としたとき ,ＥＭの長さを x を使って表しなさい。

（2）ＥＭの長さを求めなさい。

ＡＥ + ＥＭ = ＡＢ = 8（㎝）　だから ,

x +ＥＭ = 8

（１）よりＡＥ = x ㎝ のとき ,ＥＭ =

また , ＡＭ  =ＡＤ ÷ 2 =　　　　　　　（㎝）である。

ア

イ

ウ

エ オ

【１】 １辺が 8 ㎝の正方形ＡＢＣＤの紙を , 右の図のように

　　　頂点Ｂが辺ＡＤの中点Ｍと重なるように折り , 辺ＡＢ上の

　　　折り目を点Ｅとする。

　　　□をうめて , 次の問いに答えなさい。

【２】 縦が 4 ㎝ , 横が 6 ㎝の長方形ＡＢＣＤの紙を , 対角線ＡＣで折り ,

　　　右の図のように辺ＡＤと辺Ｂ’Ｃの交点をＥとする。

　　　このとき , ＣＥとＥＤの長さを求めなさい。

　　　

8㎝

ＥＤＣＥ

Ａ

Ｅ

Ｅ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｂ’

Ｃ

Ｄ

Ｍ

6㎝

4㎝

ＥＭ = （㎝）である。

（㎝）,

ΔＡＥＭは∠Ａ = 90° の直角三角形なので , 三平方の定理より ,

ＥＭ2 = ＡＥ2 + ＡＭ 2　

これを x の式にすると , （8 − x）2 = x2 + 42

これを解いて x =　　　　　　　, よって ＥＭ =　　　　　　（㎝）である。

8 − x

8 − x

4

3 5

㎝

ＣＥの長さを x ㎝とすると ,

ＣＥ + ＥＢ’ = ＢＣ = 6（㎝）　, ＥＢ’ = ＥＤ だから , x + ＥＤ = 6

ΔＣＤＥとΔＡＢ’Ｅで ,
∠Ｄ =∠Ｂ’ = 90°, ∠ＤＥＣ =∠Ｂ’ ＥＡ であるから

∠ＤＣ Ｅ =∠Ｂ’ ＡＥ 
また ,ＣＤ = ＡＢ’= 4 ㎝

よって , 一組の辺とその両端の角がそれぞれ等しいから

ΔＣＤＥ≡ΔＡＢ’Ｅ

ＥＤ = 6 − x （㎝）　

ΔＣＤＥは∠Ｄ = 90° の直角三角形なので , 三平方の定理より ,
ＣＥ2 = ＣＤ2 + ＥＤ2　

x2 = 42 + （6 − x）2 = 16 + 36 − 12x + x2 = 52 − 12x + x2 

これを解いて x =　　, よって ＣＥ =　　（㎝）,ＥＤ = 6 − x =　　（㎝）である。13
3

13
3

13
3 ㎝

5
3

5
3

4㎝

4㎝
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（1） （2）

（1）ＡＢ,ＢＣ,ＣＡの長さをそれぞれ求めなさい。

（2）ΔＡＢＣはどんな三角形か答えなさい。

答え

答え

答え

3

y

x

y

45°

120°

60°

22
x

【１】  下の図の x , y の値を求めなさい。

3

4

2　5

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

【２】右の図のような , 四角形ＡＢＣＤの辺ＤＣの長さをを求めなさい。

答え

【３】  ３点Ａ（3 , 2）, Ｂ（−3, 0）, Ｃ（1, −2）がある。 次の問いに答えなさい。

ＡＢ ＢＣ ＣＡ

【４】  半径 6 ㎝の円Ｏに 10 ㎝の弦ＡＢをひくには , 円の中心から弦までの

　　　距離を何㎝にすればよいか求めなさい。

Ａ Ｂ

Ｏ
6㎝

10㎝

答え

また ,  ＢＣ2 + ＣＡ2 = 20 + 20 = 40
ＡＢ2 = 40 

したがって ,  ＢＣ2 + ＣＡ2 = ＡＢ2 が成り立つので ,

ＡＢを斜辺とする直角三角形である。

（1）より ,ＢＣ = ＣＡ=  2　5 だから , 二等辺三角形である。

 x  = 3 ,

（ＡＢを斜辺とする）直角二等辺三角形

（∠Ｃ= 90°の）

y = 2 3

直角二等辺三角形の比より ,
y：x = y：6 = 1： 2

x = 6

x：2 = 3：2

ΔＡＢＤにおいて ,
30°, 60°, 90° の
直角三角形の比より,

x：3 = 2：1 
30°, 60°, 90° の直角三角形の

比より ,
x =　3

x：y = 3：y = 1：2
y = 2　3

ΔＡＢＣにおいて ,
30°, 60°, 90° の
直角三角形の比より,

 x  = 6 , y = 23

60°

60° 30°

y = 6
2

2= 6
2 2= 3

Ｂ Ｃ

Ｄ
Ａ

ΔＡＢＤは , ＢＤ を斜辺とする直角三角形だから ,
三平方の定理より , 42 +32 =ＢＤ2 

ΔＢＣＤは , ＢＤ を斜辺とする直角三角形だから ,
三平方の定理より , （2　5 ）2 +ＤＣ2 =ＢＤ2 =25

5 

ＢＤ2 =25

ＤＣ2 = 5
ＤＣ > 0 だから , ＤＣ = 5 

2 10 2 5 2 5

ＡＢ2 = ｛3 −（ −3 ）｝2 + （ 2 − 0 ）2 = 40

ＡＢ > 0だから , ＡＢ = 2　10

ＢＣ2 = ｛1 −（ −3 ）｝2 + ｛0 −（ −2 ）｝2  = 20

ＢＣ > 0だから , ＢＣ = 2　5

ＣＡ2 = （ 3 − 1 ）2 + ｛2 −（ −2 ）｝2  = 20

ＣＡ > 0だから , ＣＡ = 2　5

円の中心Ｏから弦ＡＢに垂線をひき ,ＡＢとの交点をＨとする。

ＨはＡＢの中点なので , ＡＨ = ＡＢ÷ 2 = 5（㎝）

ΔＯＡＨはＯＡを斜辺とする直角三角形なので ,
三平方の定理より ,　ＯＡ2 = ＡＨ2 + ＯＨ2

　　　　　　　　　　　62 = 52  + ＯＨ2

ＯＨ2 = 62 − 52 = 11  
ＯＨ > 0 だから , ＯＨ = 11 （㎝）  11 ㎝

Ｈ


